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６
月
３０
日
に
行
わ
れ
た
第

１５
回
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
講
座
で
、
本

学
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し

た
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
渡
辺

潤
平
さ
ん
が
「
イ
メ
ー
ジ
の

作
り
方
～
専
修
大
学
Ｃ
Ｍ
制

作
の
（
ほ
ぼ
）
す
べ
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
∥
写

真
。講
座
会
員
の
ほ
か
、広
告

論
を
学
ぶ
経
営
学
部
の
石
崎

徹
ゼ
ミ
生
２０
人
も
、
「
広
告

の
プ
ロ
」
が
語
る
実
践
論
を

熱
心
に
聴
講
し
た
。

専
大
Ｃ
Ｍ
３
作
品
の
制
作

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た
渡
辺

さ
ん
は
、
「
伝
え
た
い
こ
と

が
相
手
に
届
く
よ
う
に
『
価

値
』
と
『
見
え
方
』
を
大
事

に
し
て
い
る
。
『
言
葉
』
を

伝
え
て
い
る
自
分
自
身
が
一

つ
の
メ
デ
ィ
ア
。
自
分
の
こ

と
が
相
手
に
き
ち
ん
と
伝
わ

っ
て
い
る
か
を
常
に
意
識

し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
く
れ
た
。

「
大
学
の
皆
さ
ん
の
思
い
出
は
、

数
え
切
れ
ま
せ
ん
ね
え
」
と
に
こ
や

か
に
話
す
の
は
河
合
芳
江
さ
ん
。
靖

国
通
り
に
あ
る
そ
ば
店
・
専
大
前

ま

る

か

「
満
留
賀
」の
先
代
女
将
さ
ん
だ
。
同

店
は
１
９
２
０
年
、
本
所
緑
町
（
東

京
・
墨
田
区
）
で
創
業
、
４９
年
、
神

田
神
保
町
に
移
っ
た
。

靖
国
通
り
を
都
電
が
走
っ
て
い
た

昭
和
時
代
。
「
当
時
は
専
大
へ
も
出

前
を
し
て
い
て
、
体
育
会
の
学
生
さ

ん
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
か
つ
丼
と
お
そ
ば
を
い
っ

ぺ
ん
に
平
ら
げ
て
い
ま
し
た
よ
」。

店
の
前
を
通
過
す
る
都
電
か
ら
盛

ん
に
手
を
振
り
、
呼
び
か
け
る
若
者

が
い
た
。

「『
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ぼ
く
だ
よ
』
っ

て
。
都
電
の
車
掌
に
な
っ
た
卒
業
生

で
し
た
。
学
生
時
代
は
店
の
常
連
だ

っ
た
ん
で
す
」

山
岳
部
メ
ン
バ
ー
は
い
つ
も
山
行

前
に
訪
れ
、「
行
っ
て
き
ま
す
」「
気
を

つ
け
て
ね
」と
声
を
か
け
合
っ
た
。

「
純
情
な
学
生
さ
ん
ば
か
り
で
し

た
ね
」

か
わ
ら
屋
根
・
木
造
の
店
か
ら
近

代
的
ビ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
が

９１
年
。
店
は
２
代
目
の
博
さ
ん
・
芳

江
さ
ん
か
ら
お
二
人
の
長
男
、
３
代

目
の
弘
隆
さ
ん
と
厚
子
さ
ん
夫
妻
に

引
き
継
が
れ
た
。

「
専
大
が
身
近
な
存
在
だ
っ
た
」

弘
隆
さ
ん
は
、
専
大
松
戸
高
か
ら
本

学
経
営
学
部
に
進
ん
だ
。
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
授
業
を
終
え
、
バ
イ
ト

学
生
と
一
緒
に
な
っ
て
出
前
に
駆
け

回
っ
た
。
８７
年
に
卒
業
、
都
内
の
和

ち
ゅ
う

ぼ
う

食
店
で
修
業
後
、
厨
房
に
入
っ
た
。

一
番
人
気
は
、
せ
い
ろ
（
５
０
０

円
）
。
甘
め
の
つ
ゆ
と
こ
し
の
あ
る

ま
ろ
や
か
な
風
味
の
そ
ば
で
、
代
々

受
け
継
が
れ
た
一
品
だ
。
「
い
つ
で

も
一
定
の
味
を
提
供
す
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
」
と
弘
隆
さ
ん
、「
そ
ば

の
町
・
神
田
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
よ

う
」
と
、
地
域
活
動
に
も
熱
心
だ
。

客
層
の
中
心
は
会
社
員
で

女
性

客
も
多
い
。
「
も
ち
ろ
ん
専
大
の
先

生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
授
業

の
後
は
学
生
さ
ん
と
一
緒
に
。
皆
さ

ん
と
お
話
し
す
る
の
が
楽
し
い
」
と

厚
子
さ
ん
。
世
代
は

移
っ
て
も
�
ふ
れ
あ

い
精
神
�
は
健
在

だ
。＊

専
大
前
・
満
留

賀

東
京
都
千
代
田

区
神
田
神
保
町
３
の

５
☎
０３
（
３
２
６

２
）
３
３
６
１

文
学
部
の
山
田
健
太
ゼ
ミ

に
所
属
す
る
４
年
次
生
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
１
で
、
日
曜

日
に
放
送
さ
れ
て
い
る
「
＠

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
制
作
に
取

り
組
ん
で
い

る
。
放
送
は

９
月
６
日
の

１８
時
１０
分
か

ら
３０
分
ま
で

（
予
定
。
再

放
送
あ
り
）。

こ
の
番
組

は
企
画
か
ら

収
録
、
放
映

時
の
司
会
ま
で
、
す
べ
て
を

学
生
が
担
当
。
来
日
著
名
人

に
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

「
＠
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
、
自

由
な
発
想
と
各
大
学
の
個
性

を
生
か
し
た
国
際
情
報
番
組

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

同
ゼ
ミ
で
は
、
８
月
２
、

３
両
日
に
企
画
会
議
を
兼
ね

た
ゼ
ミ
合
宿
を
行
っ
た
。
総

監
督
を
務
め
る
河
春
浩
さ
ん

は
、
「
学
生
生
活
最
後
の
夏

の
思
い
出
に
、
傑
作
を
つ
く

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

し
て
い
る
。

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t

t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
h
k
.
o
r
.
j
p

/
a
t
- c
a
m
p
u
s
/

【
文
学
部
英
語
英
米
文
学
科

公
開
セ
ミ
ナ
ー
】

７
月
１１
、
１８
の
両
日
、
公

開
セ
ミ
ナ
ー
「
高
校
生
の
た

め
の
英
語
学
習
法
」
が
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
１

３
４
人
が
参
加
。
英
語
を
楽

し
く
、
面
白
く
学
べ
る
コ
ツ

を
４
人
の
教
員
が
伝
授
し

た
。

【
司
書
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
】

高
大
連
携
校
の
神
奈
川
県

立
座
間
総
合
高
校
の
生
徒
４

人
が
７
月
２７
日
、
図
書
館
で

司
書
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
っ
た
。
図
書
館
の
業
務
内

容
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、

閲
覧
業
務
や
整
理
業
務
な
ど

を
体
験
し
た
。

２
人
と
２
団
体
に

学
生
部
か
ら
奨
励
金

「
前
期
」
海
外
研
修
・
国

際
交
流
奨
励
生
に
決
定
し
た

２
人
と
団
体
２
組
に
７
月
１４

日
、
学
生
部
か
ら
奨
励
金
が

渡
さ
れ
た
。
（
体
験
記
報
告

は
学
生
生
活
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
）

ようやく梅雨も明けて、日差しを強

く感じるようになってきた。たいてい

の学生は夏休みに入っているが、どの

ように過ごすか計画

は立てただろうか。

アルバイトに頑張る

人、とことん遊びに

集中する人、免許や

資格取得・勉強に励

む人などさまざまであろう。

夏休みは２カ月程度あり、どう過ご

すかによって、後の生活を大きく変え

てしまうように思える。ノープランの

ままむげに過ごすより、遊びや勉強の

計画を立て、有意義に過ごせば充実感

が生まれる

も の で あ

る。とはい

え計画を立

てるといっ

ても、どの

ようにすればいいのだろうか。

ただひたすら遊び続ける。これも計

画だといえば、そうではあるのだろう

が、具体性がない。何も１日単位で行

動する、といったようなものでなくて

もよい。つまり、何かしらの具体的な

目的を持ち、それに

向かい、どうしてい

けばいいのかを考え

ることが大切なので

ある。

夏休みとは長いよ

うで短い。何もしな

ければ何もないまま

夏休みが終わってしまい、気づいたこ

ろにはすでに後期が始まってしまう。

「良い夏休みだった」と後で思える

ような計画を立てていきたいものであ

る。

８
月
１
、
２
両
日
に
開
催
さ
れ

た
「
生
田
緑
地
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

ス
テ
ー
ジ
に
ジ
ャ
ズ
サ
ー
ク
ル

「
Ｍ
Ｊ
Ａ
ブ
ル
ー
コ
ー
ラ
ル
」
が

出
演
。
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
サ
ウ

ン
ド
で
観
衆
を
魅
了
し
た
。

バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
を
務
め
た
矢

羽
佳
祐
さ
ん
（
経
済
２
）
は
「
大

勢
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

す
ば
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
で

き
て
感
動
し
て
い
ま
す
。
２
カ
月

間
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

「
＠
キ
ャ
ン
パ
ス
」制
作

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
１
の
情
報
番
組

（ネット情報２・ジャーナリズム研究会）

��２



９
月
６
日
の
オ
ン
エ
ア
に
向
け
、奮
闘
中

▲ 「専大らしい企画を」と熱心に打ち合わせ

山田健太
ゼ ミ 生

文学部

専大前・満留賀

「夏」を有意義に過ごそう

小西 亮佑

思い出、都電時代から ３代続く老舗そば店

▶

カ
メ
ラ
の
使
い
方
を
教
わ
る

▶

ゆ
っ
た
り
と
し
た
店
内
―

左
か
ら
３
代
目
夫
人
・
河
合

厚
子
さ
ん
、
先
代
の
博
さ

ん
、
芳
江
さ
ん

渡辺潤平さんが講師に
本学テレビＣＭ制作のコピーライター

ＨＥＩＢ講座

ＭＪＡブルーコーラルが出演

生田緑地サマーミュージアム

「「
前前
期期
」」海海
外外
研研
修修
・・
国国
際際
交交
流流
奨奨
励励
生生

▲ 専大前・満留賀の店頭
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